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研究成果の概要（和文）：本研究は、移民送り出し国となったネパールを起点に日本を含む世界各地に展開する
ネパール人社会を対象に、それぞれの地域での人々の暮らしの実態と、これらの諸地域を繋ぐ移動の連鎖・多元
化の過程を明らかにした。前半では、特に在日ネパール人に着目し、暮らしの中で人々が直面している壁につい
て明らかにし、在留資格や年齢、性別等によって特徴的な課題があることを提示した（特集「在日ネパール人の
暮らし」）。後半では、移動に至る経緯やその過程を明らかにし、ネパール移民がかたちづくるトランスナショ
ナルな社会の実態を明らかにした（学会パネル報告「ネパールの人々の移住経験―彼／彼女らは何を「選択」し
ているのか？－」）。

研究成果の概要（英文）：This study focused on Nepalese communities which has become an 
emigrant-sending country and clarified the actual conditions of people's lives in each host 
societies and the process of chain migration and diversification that connects these various 
societies. The first half of the study focused on Nepalese people living in Japan, clarifying the 
difficulties they face in their daily lives and presenting the distinctive challenges they face 
depending on their status of residence, generation, gender and other factors. The latter half of the
 study clarified the circumstances and processes that led to migration, and revealed the reality of 
the transnational society created by Nepalese immigrants.

研究分野： 人文地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、移動・移民に焦点をあてた地理的領域としてのネパールを越えるネパール地域研究を目指すものであ
る。移動・移民に着目した先行研究は古くから蓄積されてきたが、ネパールにとって近年新たな渡航先として加
わった日本の事例はまだ蓄積が少なく、本研究で明らかにした日本への移動・移住の諸相から、従来の移動・移
民研究に新たな視点や議論を提起することが意義としてあげられる。また、従来ネパールで行われてきた地域研
究に、移動・移民を軸にトランスナショナルに広がる動態的なネパール社会の実態を接合することで、本研究
は、移動が常態化した今日に相応しい地域研究のあり方を示す実証例になるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
移動をめぐる問題は、移民の増大に伴い人文・社会科学分野において主要な研究テーマとなり、

学際的に多様なアプローチから取り組まれてきた。特に 21 世紀に入ってから、移民が社会に与
える影響がますます顕在化するにつれ、移動自体が研究分野として確立された。そして、特定の
場所において移動を問うのではなく、「移動から場所を問う」ことが課題として提起されるよう
になった（伊豫谷編 2007 等）。 
本研究で研究対象とするネパールには、移動や移民について長い歴史がある。近年では、ネパ

ールからの移民がグローバルな労働移民の流れに合流するようになり、出身地や移民先に大き
な影響を与えるようになった。この傾向が強まるにつれ、ネパールの都市部だけでなく農村部に
おいても、海外との繋がりを無視して現地の人々の暮らしを把握することが困難になってきた。
この事態を受けて、ネパールで長年フィールドワークを行ってきたメンバーで、移動・移民から
地理的領域としてのネパールを越えるネパール地域研究を目指すことにした。 
しかし、本研究が開始された 2020 年 4 月の時点で、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

感染拡大防止のために全世界的に移動が突然止められ、移民の暮らしに突然甚大な影響が及ぶ
ことが容易に想像された。我々もまた、国外どころか家の外に出ることも憚られるような状況に
おかれた。予測していなかったこの事態は移動を前提とした社会の脆弱さを露呈させ、移動とは
何か、改めて再考させる重要な契機となった。このような非常事態を背景に、研究計画を再検討
し、これまで移動が常態化していた移民社会がいかに変容するのか、移動自体がいかに変容する
のかを解明し、こうした変化に伴う移民を包摂する社会変容をも研究対象に含めることにした。 

 
２．研究の目的 
本研究は、移民送出し国となったネパールを起点に、日本を含む世界各地に展開するネパール

人社会においてフィールドワークを実施し、現状を把握するとともに、これらの地域を繋ぐ人々
の移動の連鎖・多元化の過程と、直接的間接的に相互連関するネパール人社会の動態を明らかに
することを通じて、ネパール移民がかたちづくるトランスナショナルな社会を複数地点から提
示することを目的とする。この作業を通じて、ネパール国内外で暮らすネパール（元）移民を対
象とした研究と、ネパールで行われてきたネパール地域研究との再接合を試み、移動が常態化し
た 21 世紀に相応しい地域研究の一つのあり方を提示することをも目的とした。 
日本を含む世界各地に展開するネパール人社会について、ネパール移民の移動過程とその実

態をフィールドワークを通じて把握することが必要であったが、COVID-19 感染拡大を受け、
当初予定していたフィールドワークを実施できない状態が続いた。このため、先述したように研
究目的や研究計画を検討し、COVID-19 の感染拡大の影響を踏まえ、移動・移民の社会がいかに
変容したのか、移動自体がいかに変容したのかを解明し、移民を包摂する社会変容を明らかにす
ることも目的に加えた。そこで、海外への渡航自粛が呼びかけられている間、ネパールを起点と
した移動・移住する人々の流れの一つを構成する日本在住のネパール人に着目し、COVID-19 に
よる影響やそれによって顕在化した問題を提示することにした。 
以上の作業の最終的な目的は、本研究のメンバーがそれぞれ積み重ねてきた研究を、それぞれ

移動という観点から捉え直し、深化させるとともに、他の事例と比較検討することを通じて現代
のネパール社会を複数地点から動態的に描き出すことにある。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題を遂行するための具体的な作業は、それぞれの研究対象について国内外でのフィ
ールドワークや関連資料の分析と、研究会や協働作業を通じた比較検討である。 
研究開始から最初の 2 年間は、とりわけ移動規制を受け困難に直面している在日ネパール人

社会の実態を明らかにすることを目的に調査を行った。また、海外渡航が可能になってからは以
下に述べるように、これまでそれぞれが進めてきた研究について、「移動・移住・移民」に焦点
をあてフィールドワークを行った。 
ネパール人の移民先でのフィールドワークは、前述したように COVID-19 による移動規制に

より当初の計画とは異なる場所や時期、方法で実施することになった。当初はオンラインを利用
したり、少し緩和されてからは日本各地でフィールドワークを行った。 
海外への移動規制が緩和されてからは、森本泉はネパールの楽師カーストであるガンダルバ

を対象にカトマンドゥの他、ラムジュン、ゴルカ、チトワン、ダーディンの村で、佐藤斉華は米
国在住のヨルモの人々を対象にニューヨークで、高田峰夫はバングラデシュの大学に留学にす
るネパール人を対象にカトマンドゥで、橘健一はチェパンの人々を対象にネパール・チトワンで、
田中雅子は日本からネパールに戻った子どもたちを対象に日本各地とカトマンドゥやポカラ、
バグルン等で、名和克郎はチャングル村民を中心とするランを対象にネパール極西部で、藤倉達
郎はネパール西部出身者を対象にカトマンドゥの他、ダン、バルディア、カイラリで、藤倉康子
はバディの人々を対象に西ネパール及びインド・ムンバイで、南真木人はインド・ネパール料理
店を対象に日本各地と、海外移住労働経験のあるマガールの人々を対象にネパール・ナワルプル



で、Tina Shrestha はネパール人留学生を対象に日本各地で、Dipesh Kharel は在日ネパール人
を対象に日本各地及びネパール各地でそれぞれフィールドワークを行った。 
各自で進めてきた調査研究について、研究会で報告し、意見交換を行った。4 年間で研究会を

計 10 回と勉強会を 1 回開催した（第 1 回 2020 年 4 月 29 日、第 2 回 2021 年 2 月 22 日、第 3
回 2021 年 8 月 3 日、第 4 回 2021 年 12 月 4 日、第 5 回 2022 年 4 月 3 日、第 6 回 2022 年 7
月 10 日、第 7 回 2022 年 12 月 25 日、第 8 回 2023 年 3 月 29 日、第 9 回 2023 年 12 月 3 日、
第 10 回 2024 年 3 月 2、3 日、及び南アジア学会でのパネル報告のための勉強会 2023 年 8 月
23 日）。第 1 回から第 5 回まで、及び第 8 回はオンラインで研究会を開催した。第 6 回研究会
では、渡日していた英国 University of Edinburgh でネパール移民の研究をしている Jeevan 
Sharma 氏に講演（題目 Suffering of Nepali Migrants: some thoughts on precarity）をして
頂き、本科研メンバーに加え国内外の研究者・関係者も参加し、幅広い議論を交わすことができ
た。 
 
４．研究成果 
 本研究から得られた成果を以下におおまかに報告する。 
（１）在日ネパール人を対象としたアンケート調査 
コロナ禍で在日ネパール人が困難な状況におかれていたことから、在日ネパール人の登録者

数 100 人以上の 194 の自治体を対象に、在日ネパール人に必要な情報をいかに伝えているのか、
アンケート調査を実施したところ、63 の自治体から回答を得られた。調査結果から、回答のあ
った半数以上の自治体が必要な情報をネパール語で発信していないこと、そのかわりに媒体と
して自動翻訳機能の利用が可能な Web サイトを利用していること、またネパール人住民への支
援として日本語教室、生活相談、生活困窮・就労支援、在留資格相談等を行っていることが明ら
かにされた。コロナ禍のような災害時には、とりわけ在日ネパール人への情報伝達が課題として
指摘され、情報チャネルとして地域で暮らすキーパーソンの役割を担うネパール人の存在が重
要であることが明らかにされた。 
（２）「在日ネパール人の暮らし」に関する特集 
2020 年度から 2021 年度にかけて在日ネパール人を対象にその実態について調査を行い、その

結果を研究会で検討し、雑誌『地理』（67-3 号 2022 年 2 月発行）において特集「在日ネパール
人の暮らし」を報告した。この企画は、地理教育関係者を読者層とする月刊誌『地理』を媒体と
することで、在日ネパール人の暮らしを広く日本社会に、特に若い世代に周知することを目指し
た。この特集で報告した論考は次のとおりである。「在日ネパール人とは、どのような人々か？ 
身近なところから国際理解を試みよう」（森本泉）、「在日ネパール人の子供の将来 在留資格に
よる進路選択の壁」（田中雅子）、「ネパールからきた子どもたちの学校教育と日本の地域社会」
（藤倉康子）、「エヴェレスト・インターナショナル・スクール・ジャパン 在日ネパール人がつ
くるネパール・日本・世界を結ぶ拠点」（佐藤斉華）、「ネパール人留学生の進学希望と就労 日
本で暮らす選択：留学から就職へ」（ティナ・シュレスタ）、「ネパールの山村から日本へ ライ
フヒストリーからの接近」（藤倉達郎）、「ネパール語を翻訳するのは誰か？ 日本とネパールの
あいだの翻訳空間」（橘健一）。 
以上で描かれた在日ネパール人の暮らしを通じて、在日ネパール人といっても多様であるこ

とと、その多様性の一因となっている在留資格により日本で暮らす際に直面する壁が異なるこ
と、様々な壁が存在すること、こうした壁に対する在日ネパール人の苦労や工夫等が示された。 
（３）パネル報告「ネパールの人々の移住経験―彼／彼女らは何を「選択」しているのか？」 
2022 年度から徐々に海外渡航が可能になったことを受け、国内外でフィールドワークを行い、

2023 年度は南アジア学会においてパネル報告「ネパールの人々の移住経験―彼／彼女らは何を
「選択」しているのか？」を実施した。移動・移住が身近で重要な選択肢となった現代ネパール
社会において、人々は何のために、いかに移動・移住し、その過程で何を「選択」しているのだ
ろうか。また、移動・移住の経験の中でいかなる社会を構築、再構築しているのだろうか。4人
の報告者はこれらの問いを共有し、ネパールの人々の移動・移住の経験を、世界各地の複数地点
において提示することを目指した。このパネルで報告された事例は次のとおりである。「ガンダ
ルバの移動実践の変容：何が人々を動かしてきたのか？」（森本泉）、「ジェンダー化された移動
の経験：ムンバイーにおける女性の稼ぎをめぐる葛藤」（藤倉康子）、“Infrastructural 
Casualties: Education Intermediaries and Casualization of Nepali Student Workforce in 
Japan” (Tina Shrestha)、「ネパール移民にとっての母国語教育：日本からネパールに戻った子
どもたちへの聞き取りから」（田中雅子）、「ネパール脱出：海外移住「選択」の裏側、ある民族
的マイノリティのケース」（佐藤斉華）。これらの報告から、ネパールを起点に隣国インド、日本、
そして日本から戻った子どもたちが暮らすネパール各地、そして米国ニューヨークと、複数地点
から暫定的だがトランスナショナルなネパール社会の在り様が提示された。 
（４）ネパールを越えるネパール地域研究 
これまでの研究成果の集大成として論文集を刊行する予定である。それぞれの研究題目は次

のとおりである。Nepali Women Migration to Japan: Unveiling the Challenges and 
Opportunities for Nepali Village Women in the Japanese Labor Market（Dipesh Kharel）、
“Fear of being left behind”: education aspirations and youth im/mobility in Kathmandu
（Tina Shrestha）、「ネパール脱出：海外移住「選択」の裏側、ある民族的マイノリティのケー



ス」（佐藤斉華）、「ネパール移民にとっての母国語教育 日本とネパールを往来する子どもたち
への聞き取りから」（田中雅子）、「チャングル村民の移動の変遷と故地をめぐって 季節移動か
ら欧米移住まで（仮）」（名和克郎）、「医学教育を求め「南」へ バングラデシュのネパール人留
学生とその背景」（高田峰夫）、「ムンバイーの片隅で：ジェンダー化された移動の経験」（藤倉康
子）、「ガンダルバの移動実践とその変容：門付けから海外出稼ぎへ（仮）」（森本泉）、「移動でき
ない先住民チェパンの移動（仮）」（橘健一）、「海外労働のさまざまな意味―ネパール西部出身者
たちのライフヒストリーから（仮）」（藤倉達郎）、「過疎化する山村―中部ネパールのマガールに
おける海外移住労働の帰結（仮）」（南真木人）。 
これらの論考において、移動を前提とした人々の暮らしを描き出し、その経験の変容やそれに

伴う移動の意味の変化を提示する。この作業は、前近代的な移動から今日のグローバルな労働移
民、留学をきっかけとした移動・移住、そしてまた移動への欲求、移動せざるを得ない／移動で
きない困難を背景に、ネパールの人々がかたちづくるトランスナショナルな社会を複数地点か
ら提示することになる。このような移動から場所を問う作業は、ネパールを起点としたトランス
ナショナルな社会を問うことにもなり、移動が常態化した 21 世紀に相応しい地域研究のあり方
を提起することになると考える。 
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